
一
一
一
月
七
日
開
会
、
間
二
十
一
日
一
日
時
開
会
し
た
、
今
年
第
一
回
の
ぼ
凶
州
市

長
関
誠
九
語
、
大
野
な
ど
ふ
い
併
六
ケ
町
村

h
u一
ニ
十
一
年
霊
山
算
を
承
認
の
あ

i

と
、
今
年
度
斗
玲
案
、
早
滋
一

m
留
保
後
問
問
築
、
平
誠
一
一
巾
焔
方
策
事
月
議
例

干
案
な
ど
を
中
心
と
す
る
一
一
一
十
五
の
上
存
議
祭
を
辛
訴
可
決

別
途
中
、
十
五
日
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
島
に
お
け
る
水
襲
撃
誌
に

戸
反
対
す
る
決
議
す
、
を
議
決
、
最
終
日
二
十
三
日
に
は
、
思
欽
東
一
一
黒
か
ら

小
田
扇
儲
の
複
々
線
佑
に
扇
風
見
事
同
夜
出
す
一
方
、
新
議
員
九
名
品

ι
迎
え

て
、
議
会
の
各
議
員
全
信
也
事
刈
袋
、
あ
ら
た
に
大
野
品
地
区
開
発
特
例
議
日
罰

金
、
平
塚
駅
混
雑
緩
和
対
策
峻
別
委
員
会
を
設
け
る
な
ど
、
充
寝
し
た
密
議
に
終
始
、
新
都
市
総
議
、
初
年
度
の
蒋
を

掲
げ
ま
し
党
。
十
一
一
臼
予
算
案
提
泊
に
あ
た

D

、
一
戸
川
市
長
は
一
一
一
十
一
存
度
筋
政
方
針
を
説
問
問
し
ま
し
た
。

(平塚市広報紙〉

平塚市投戸斤諸行
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中
市
税
の
令
番
変
る

54,376 

45,904 

「荘一入の玄なもの
280, 273 (549;1)市税

76, 168 (15"')繰入金

63 , 617 (12<'J ，露店支出金

! 42，∞7 ( 8ク〕使用料及び手数料

30,706 ( 6P)地方交付税1

12,000 ( 2川市 債1

7， 719(2y) 県支出金

7.663( U')雑収入

( 0<<-) 財産収入その他

一一~

い
ま
ま
て
の
欠
点
在
改
官
民

~ 

秘
金
は
一
度
に
約
め
る
と
な
る
と
大
一

変
で
す
か
ら
、
一
年
間
の
税
額
を
白
面
一

に
分
割
払
い
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
一

け
で
す
が
、
い
ま
ふ
で
四
期
別
々
に
納
一

期
の
月
に
四
声
。
レ
て
い
党
、
市
税
の
帝
一

議
を
、
今
年
箆
か
ら
全
期
凡
打
ま
と
め
て
…

四
月
に
お
送
白
す
る
乙
と
に
し
ま
し
一

党
。
と
れ
ば
令
書
を
く
ば
る
手
簡
を
は
一

ぷ
吉
、
誤
送
や
禾
一
置
な
ど
に
よ
る
都
迷
一

惑
を
な
く
し
、
露
に
一
年
の
納
税
額
一
平
塚
の
並
木
を
大
切
に

を
出
品
や
す
く
す
る
一
方
、
事
務
の
僚
索
一
今
年
、
一
間
利
二
十
五
閣
時
の
記
念
符

佑
を
図
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
令
書
は
一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
1
1

事
の
一
つ
と
し
て
、
花
氷
川
の
両
岸
に

一
慨
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
-
お
宅
に
届
一
造
か
ら
い
っ
て
、
釘
本
金
庫
が
い
つ
も
一
桜
五

O
O本
、
平
塚
訳
か
ら
海
岸
と
均

き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
存
し
、
務
組
の
一
市
心
事
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
ー
っ
一
は
八
幡
神
社
ま
で
の
街
路
に
、
ア
カ
シ

出
町
は
納
付
審
を
切
除
さ
ず
そ
の
ま
〉
お
一
な
も
の
だ
と
の
こ
と
で
す
。
一
ャ
、
棒
、
松
の
若
木
を
綴
え
ま
し
た
。

持
ち
に
な
っ
て
下
さ
い
。
一
今
冬
市
内
の
火
淡
白
蜜
は
向
一
つ
い
う
っ
か
り
殺
を
折
っ
た

D

、
ぃ

四
月
は
協
定
資
接
税
第
一
期
採
の
純
一
行
同
月

3

件
小
火
一
可
問

δ
o
一
た
め
た
E
し
な
い
よ
う
、
心
を
配
っ
て

却
で
す
。
一
位
開
口

8

件
小
火
一
六
、
一
O
O
一
下
さ
い
。

引
制

2
1
1
3
1
1
6

制
点
拙
口
空
当j

認
す
吋
泣
吋

A
d
J
4

哨

2
4

一

I
A

令

部
事
同
一
描
館
刈

F
0
 

1
船
舶
叫
一
釦
〉
朝
一
地
時

)
欄
組
護
轍
概
伊
徳
一
臨
笠
間
一
岨
…
綿
一
畑

)
分
〉
〉
設
転
則
則
前
即
作
路
)
金
負
謹
一
壁
滋
鉄
(
校
制

合
臨
卸
橋
島
沢
新
収
措
置
鵠
製
水
愛
線
お
設
〉
一
外
置
〈
備
位
損
害
綴

庁
大
〉
一
7
t

妓
土
修
路
交
儲
淑
1

図
排
血
判
中
負
叫
朝
日
晶
一
び
車
傍
整
d
J哨
制
調
整

所
(
野
一
代
替
ぺ
ぺ
補
道
地
の
線
(
量
線
材
南
側
軒
業
匂
小
一
及
転
整
合
原
本

A
整
館

接
合
大
一
潜
梨
容
潜
び
線
用
そ
木
路
測
幹
事
斧
後
事
踏
防
一
ん
根
設
自
会
々
中
山
叩
会
育

出
庁
(
一
橋
一
関
和
市
梨
及
号
良
件
淳
修
水
修
拘
エ
号
ヱ
海
淵
滋
旦
苦
水
業
一
さ
麗
新
校
々
校
及
作
々
体

野
団
山
廿
一
う
橋
弱
体
設1

改
物
・
補
鉾
補
航
設

8

設
(
転
整
6

〔
事
一
編
舎
所
学
校
学
校
校
校
校
設
設

大
川
町2
一
ょ
橋
橋
全
新
島
設
屋
塚
抽
出
線
路
臨
新
制
刊
新
路
移
繭
線
設
策
一
史
々
使
等
学
小
学
学
学
学
建
建

署
団
率
一
り
水
橋
橋
m
w波
新
家
平
大
幹
水
計
道
水
道
街
等
感
燐
施
対
一
町
校
館
高
幼
児
小
小
中
中
場
館

防
妨
防
一
橋
花
和
戸
輔
道
路
上
町
臥
所
内
競
市
水
市
水
酒
屋
地
郎
防
業
一
野
山
子
書
浜
一
時
土
野
義
洋
野
道
民

拙
旧
制
問
消
一
各
下
招
柚
押
削
開
市
道
関
県
公
相
判
各
都
下
都
下
計
家
志
補
水
失
一
大
各
図
高
花
富
大
栄
大
大
武
会

出

l

園
間
観

i
l
i
-
-

副
劃

フ.ール施設整備及び補修

農作物病虫饗防除F詰ミスト購入 5合
遼|かんがい用排水路整備
篤入土地改良助成
四之宮土地改良助成
主主こと儀袋排水助成
第ご耕地整理組合助成
漁港事室備負担金



(P3) 

告
の
人
は
、
実
印
を
首
切
り
判
し
た
。
そ
う
い
え
ば
最
近
、
印
判

と
向
け
ん
で
命
よ
り
大
切
に
し
た
と
の
滋
用
の
事
件
が
よ
く
お
き
ま

か
、
近
績
は
実
印
の
取
扱
い
が
素
す
。
実
印
は
ぜ
ひ
式
切
に
し
て
ほ

雑
に
な
っ
た
も
の
か
、
実
却
を
改
し
い
も
の
で
す
。

印
す
る
人
が
と
て
ホ
多
く
な
D

ま
印
鑑
属
、
改
印
厨
や
印
鑑
詳
閥

叩
願
い
は
必
ず
郷
自
分
で
な
さ
る
よ

印
一
こ
え
印
鑑
扇25

て
産
い

二
一
一
の
人
に
さ
せ
る
と
き
は
、
委
任
状

、
一
と
を
持
た
せ
て
下
さ
い
ロ

官
一
実
印
は
、
ふ
だ
ん
使
吉
管
L
認

一
郎
と
は
ち
が
っ
た
も
の
を
屈
は
光

一
一
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
(
民
控
謀
)

挙
げ
そ
れ
か
ら
一
遍
開
会
市
あ
げ
て
の
念
で
樹
多
党
一

号
一
歓
店
長
っ
た
と
い
う
乙
と
で
す
。
見
主
一

3

一
平
塚
町
長
鈴
木
湾
帯
氏
が
初
代
市
長
田
岡
ニ
演
な
い
一

品
一
鶴
に
就
任
、
人
口
一
一
天
、
の

0
0
、
芦
数
五
月
上
行
あ
一

第
一
一
一
は
七
、
五

0
0ほ
ど
で
し
た
。
計
翠
詰
一

一

E
M

毒
所
の
襲
車
在
の
一
0
2
3

、
誌
に
一

一
主
ら
一
一
十
五
年
前
、
昭
和
七
年
の
一
鎮
の
攻
撃

h
L
O爆
弾
一
言
す
な
ど
殺
事
態
望
、
会
見
附
雲
閣
に
あ
一
ょ
三
年
も
一

一
一
一
一
一
に
満
た
な
い
立
さ
ず
名
で
、
木
綿
袴
を
、
に
一
覧
閣
と
一

一
四
月
一
日
、
議
皇
制
を
相
関
口
し
ま
一
出
し
た
警
し
た
。
一
つ
草
燦
第
一
場
空
襲
警
に
、
一
は
い
花
和
服
の
人
も
望
者
だ
そ
う
で
担
金
十
日
出
五
と
一

一
し
党
。
そ
の
前
の
在
室
し
た
お
一
器
管
雲
市
に
よ
り
、
構
浜
、
積
一
市
内
外
の
知
名
人
や
有
志
豆
、
六
九
一
文
平
塚
町
の
議
員
は
、
一
一
五
吉
弘
安
詰
一

一
警
察
議
室
長
号
、
野
一
一
輩
、
川
術
に
次
い
で
県
西
警
の
一
一
答
が
礼
装
で
あ
っ
昔
、
襲
警
一
関
照
会
」
し
た
が
、
市
選
竹
一
ヶ
月
後

T

長
一
一
一
芸
、
三

一
一
則
軍
に
演
会
び
一

一

2
2
5

雲
皇
室

Z

盟
富
一
三
幸
喜
一
重
量

m
a
g
E
E
-
-
t
E
E
E
E
5
5
E

雲
富
山
富
豊
富
笛
一
の
五
月
七
臼
、
第
一
聞
の
市
議
会
議
員

T
務
、
山
、
選
歓
一

一
金
子
宮
議
長
選
も
、
あ
わ
せ
考
え
な
け
れ
ば
一
ん
立
派
で
一
近
代
的
な
績
で
あ
っ
互
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
一
一
言
の
初
代
吋
禁
古
い
一

η

一
重
は
市
制
種
在
来
一
一
十
五
年
の
間
一
な
白
ま
せ
ん

l
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
一
一
階
が
銭
湯
で
、
襲
の
市
長
室
と
応
一
議
員
事
選
、
議
長
に
は
、
現
議
長
の

H
隠
れ
音
式
健
一

笠
雲
議
員
と
し
て
市
の
震
の
語
、
一
の
賭
事
毒
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
一
霊
童
数
の
議
員
輩
、
そ
の
一
皮
革
章
氏
、
翻
議
長
に
富
繁
之
助
凶
、

ζ

供
幕
を
一

一
一
一
一
骨
吉
、
子
叫
師
事
一

曲
一
徹
力
な
が
ら
努
力
し
て
菅
ま
え
す
そ
そ
れ
に
は
ま
ず
、
震
の
留
一
に
市
役
所
の
上
皇
の
写
真
が
掛
け
て
一
氏
が
混
在
さ
れ
ま
し
た
。
出
犯
行
、
喜
一

世
乙
の
一
一
十
五
年
聞
の
半
分
は
戦
争
一
様
の
、
事
警
護
す
る
よ
っ
な
施
策
一
あ
つ
だ
で
か
大
箆
十
四
年
と
記
さ
こ
の
卑
に

?
1
5

事
訴
号
、
は
を
雲
海
念
一

一
え
え
た
み
抑
制
匁
縁
仏
総
務
会
♂

5
4
9
2

一
一
一
一
に
者
在
日
道
記
一

室
佐
々
ι藍
畿
i
r々

一
重
く
実
号
、
皆
様
も
市
に
対
し
、
一
れ
で
あ
っ
た
与
つ
に
号
。
も
と
皇
事
実
吉
く
ま
わ
る
か
の
亭
つ
に
見
市
係
典
一
ニ
、
な
一

紘
一
議
議
@
議
議
一
一
そ
う
協
力
を
お
願
℃
2

じ
一
言
玄
関
の
京
商
に
あ
っ
た
が
重
一
受
け
ら
れ
、
翌
年
日
本
は
菌
室
践
を
雲
の
雲
一

{
一
議
主
乙

1
2響
調
書
。
最
後
に
冨
警
一
十
露
呈
市
議
の
と
き
、
会
福
松
事
務
所
の
二
一
脱
退
、
ド
イ
ツ
に
は
ヒ
ヅ
ト
ラ

i
皇
型
車
豪
華
挙
げ
て
い
ま
す
。
一
霊
童
害
事
著
号
、
そ
一

周
一
一
-
一
一
-

Z
鯵
務
欝
警
薮
終
議
議
一
の
お
視
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
笠
撃
妻
室
に
し
宍
雲
市
長
盟
友
成
立
し
て
い
ま
し
ペ
一
そ
れ
か
ら
さ
十
年
、
敗
戦
の
混
乱
れ
か
ら
村
井
棄
の
妻
、
そ
ん
な
乙
一

一
議
離
議
輪
一
様
の
襲
警
視
福
申
し
上
立
三
重
襲
撃
し
て
、
重
に

E

一
そ
れ
か
ら
一
一
五
午
、
戦
争
議
一

2
i
i

し
い
章
一
主
り
ほ
か
に
は
還
に
つ
い
て
智
一
ヱ
ロ
沢

E
E

松
害
が
君
主
将
に
暮
録
に
お
い
五
章

一
P

議
議
議
警
一
(
筆
者
は
市
選
在
来
継
続
七
期
一
れ
る
露
は
、
た
し
産
撃
で
あ
っ
一
災
と
敗
戦
義
号
、
民
主
主
義
喜
一
よ
う
や
く
警
つ
喜
見
せ
高
和
一
一
一
左
ろ
は
な
か
っ
た
。
買
事
長

D
一
乙
の
寺
は
中
世

ι
霊
童
章
一
ら
ぶ
も
の
な
き
者
襲
で
あ
っ
た
。

ア
、
事
撃
事
ま
で
は
と
い
一
川
わ
た
っ
て
露
店
一
党
と
恵
三
枝
被
は
害
一
年
で
あ
っ
一
線
き
っ
と
需
要
量
十
七
年
、
盛
大
な
喜
一
高
富
士
号
室
と
、
話
事
霊
喜
一
重
一

2
7
5

童
話
立
一
塁
審
妥
と
名
づ
け
る

も
一
う
の
で
、
色
え
な
仕
事
量
難
が
と
も
一
哲
一
一
一
語
、
平
塚
需
に
と
っ
て
は
か
な
品
一
を
備
え
て
含
の
平
警
主
主
一
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
目
覚
し
い
喜
一
の
田
舎
に
す
ぎ
な
か
っ
ぺ
義
名
一
し
、
襲
山
富
の
義
語
幻
禅
師
一
棄
が
あ
る
。
関
山
思
議
が
襲

五
な
い
ま
し
有
毒
に
費

t
て
、
一
一
一
て
一
一
一
象
裏
金
、
数
々
の
話
題
喜
一
げ
て
来
た
の
で
す
。
一
の
五
年
号
、
今
日
の
一
一
十
五
周
一
大
磯

3
5
3

つ
よ
河
川
部
訂
作
信
号
五
た
も
の
、
震
と
き
も

一
そ
の
本
停
を
つ
く
す
き
に
な
っ
た
の
一
盟
百
一
一
一
れ
た
も
あ
る
。
害
思
え
ば
毒
約
一
男
十
二
宮
市
製
皇
軍
記
一
年
の
歓
喜
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
昭
和
七
年
四

E
m

か
ら
市
に
な
っ
一
;
議
議
ノ
ヘ
い
ま
だ
溺
れ
た
こ
と
な
量
水
で
あ

っ
T
5の
こ
と
長
を
一
色
町

i
s
d
h
M一
一
一
華
麗
す
言
葉
索
、
蓄
の
人
一
妻
、
続
い
て
太
平
雲
寺
な
わ
て
の
宮
川
夏
誌
の
き
一
三
、
震
の
第
一
歩

Z

だ
さ
一
一

J
J
A討
議
欝
る
一
宮
っ
た
照
一
一
穀
店

ヱ
8
2
E

て
六
人
男
々
を
一
四
コ
出
一
一
一
た
ち
に
、
そ
の
夜
暴
露
さ
せ
た
も
一
の
昭
和
十
七
年
、
皇
箪
が
さ
一
言
一
に
語
り
ま
し
ペ
一

L
L

ち
が
い
な
い
け
れ
ど
ど
し
一
:
一

J
q
議
撃
う
で
襲
警
と
し
て
い
ま

一
辺
室
長
そ
れ
ぞ
れ
の

i
z

係
空
開
封
同
長
計
軒
間
立
註
詩
在
店
長
持
持
民
、
川
謀
総
む
刊
誌

2

2
許
諾
日
起
訴
明
日
一
出
ニ

g
z
z一
一
一
義
じ
て
大
き
な

i

到
な
用
意
一
れ
、

5

選
室
長
年
i
z
-
-
z
i
g
z

の
に
は
でL

繋
j
o

「
軍
需
喜

一
虫
、
終
戦
前
と
警
の
平
塚
市
と
は
一
一
一
与
一
等
一
一
一
を
も
っ
量
れ
た

ζ

と
で
あ
ろ
つ
が
一

l
i
l
l
i
l
i
-
-
l

一
だ
い
ぶ
長
主
要
し
た
。
そ
れ
ほ
一
三

?
γ

コ
三
塁
掌
し
て
去
っ
と
の

設
す
に
な
ら
な
い
警
官
主
し
土
伊
一
一
一
塁
本
当
に

3

し
い
も
の
で
あ
一
裁
の
不
注
意
でγ毒
は
町
だ
ろ
う
が
、
を
う
が
一
議
彰
欝
叫
と
き
の
察
署
あ
っ
た
と
宮

」
れ
持
比
九
日
訂
正
判
官
当
一
一
一
は
一
品
開
時
誌
は
れ
る
て

1
一
六
五
人
も
苑
ん
た
一
日
刊
誌
?
を
な
一
\
た
し
い
議
襲
警
九
誌
詩
れ
時
計
刊

す
ん
で
し
光
が
、
震
の
碍
擦
の
感
命
孟
誇
「
し
一
一
ケ
桑
欝
襲
撃
響
一
一
そ
れ
を
一
十
五
周
年
を
む
か
え
互
グ
/
議
機
纏
繍
鐘
F
古
定
の
荷
量
な
の
だ
る
つ
か
む

す
に
よD4
5
事
零
一
て
一
一

Z瞥
鶴
舞
一
護
憲
政
か
ら
子
供
を
守
ろ
う
一
は
と
長
ろ
う
。
芸
大
量
に
も
一
謀
議
欝
〉
一
一

i
f

喜

一
気21

て
輩
出
く
重
一

1
回
愛
護

g

一
一

f
b
t
斗
子
、r

一
四
月
一
日
か
ら
十
白
書
、
章
一
一
の
一
号
、
六
基
に
の
ぼ

b
f

一
め
げ
ず
、
警
の
聖
霊
し
い
喜
一

1
i
j
i

あ
っ
た
た
め
露
し
て
い
た
。
し
か
し

ず
あ
り
ま
す
。
今
後
の
芝
公
塁
打
蓄
に
つ
い
て
は
、
特
に
一
麟
?
〆
〆
一
斉
仁
実
業
著
書
事
故
か
ら
:
一
妻
、
舎
の
毒
市
喜

Z
E

一
簡
に
鴻

E

て
い
た
。
撃
と
は
求
道
一
蓄
の
喜
と
幽
寂
な
環
境
品
、
平

一
は
、
県
の
中
央
に
位
す
る
大
都
市
長
一
印
象
淡
い
乙
と
な
ど
は
覚
え
て
い
る
が
一
議
離
饗
弘
繋
\
一
る
運
動
が
詰
れ
ま
し
ペ
一
警
や
、
手
を
つ
な
い
で
翠
す
る
一
て
き
た

J

お
世
辞
に
も
わ
た
し
は
義
一
の
豪
の
綬
を
つ
く
忠
の
容
を
聞
け
一
塚
市
の
名
所
の

2

っ
と
て
務
担
簿

一
き
と
は
必
歪
で
あ
り
ま
す

e

一
と
か
く
忘
れ
が
ち
で
あ
る

u

手
謹
一
A

轟
轟
畿
襲
撃
一
昨
年
中
の
県
下
の
霊
童
は
、
と
よ
い
言
、
あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
喜
美
じ
い
お
に
た
と
え
る

ζ

と
は
で
る
た
め
の
修
行
震
を
さ
雪
。
一
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
し
か
し
、
前
護
主
る
も
の
が
あ
一
と
い
う
警
は
や
は
り
霊
で
な
い
も
一
(
筆
者
は
悪
事
官
一
日
高
一
部
で
一
一
一
一
、
八
五
一
一
件
の
多
く
に
の
ぼ
一
重
で
、

ζ
わ
い
書
事
故
宮
古
一
き
な
い
が
、
ど
ん
な
花
が
こ
の
雑
草
に
一
言

ζ

乙
に
撃
も
あ
白
雲
も
あ
っ
一
署
長
重
文
佑
局
番
不
動
立

一
白
ま
弐
商
工
業
の
ほ
か
審
議
の
一
の
を
感
じ
る
ロ
聖
書
庁
舎
は
喜
一
施
行
員
歴
書
記
と
吉
正
一
白
、
そ
の
う
ち
、
小
さ
い
乎
の
事
故
だ
一
る
の
で
す
。
一
咲
く
か
、
咲
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
青
い
星
空
議
察
官
れ
て
一
繁
華
さ
れ
て
い
る
。
も
と
菌
室
で

L
振
興
も
、
語
の
誘
致
、
量
章
、
一
い
か
れ
て
き
た
が
、
議
は
ま
だ
七
年
一
霊
長
老
号
、
二
五
年
市
収
入
役
一
げ
で
て
里
産
主
主
主
。
一

1

、
手
歩
道
を
あ
る
一
宮
、
歩
道
の
下
、
民
主
く
し
た
ち
市
民
に
謀
せ

τ僅
か
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
一
あ
っ
た
が
戦
後
語
解
除
さ
れ
だ
ま

引
す
授
の
襲
、
観
議
設
な
ど
た
く
さ
一
し
か
給
っ
て
い
な
か
っ
だ
の
で
、
大
へ
一
現

E
P
-
-
Z

宮
崎
一
一
一
署
長
な
い
と
乙
る
で
は
、
寝
泊
こ
ら
れ
た
命
濯
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
票
差
の

2

警
の
名
章
一
裏
目
は
重
量
の
た
め
に

Z

E
m
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-
I
l
i
-
-
J

」

J
一
社
繋
白
も
の
か
ら
下
之
ん
と
吾
は
一
二
十
五
年
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ろ
そ
一
三
て
い
さ
ん
)
和
尚
が
こ
の
妻
夜
一
安
保
が
建
て
た
供
措
置
桜
が
あ
る
。

同
一
一
よ
く
害
義
的
る
一
主
義
か
せ
る
こ
と
を
考
え
よ
う
「
一
一
一
護
を
提
唱
し
た
。
闘
世
話
曹
洞
喜
一
高
瀬
護
審

年
一
一
呂
、
軍
の
す
寸
前
ゃ
う
し
ろ
を
警
一

I
l
i
-
-
f
i
t
i
1
O
P
I
-
-
(

〈

(
(
i
i
i
i

日
一
一
る
の
は
最
長
あ
ぶ
な
い
了
一
一
す
心
的
ナ
き
一
そ
の
心
の

T

喜
ね
雪
も
の
五
一
ぷ
な
い
の
で
す
、
お
出
か
け
の
声
じ
ま

和
工
夫
道
路
は
ま
っ
す
ぞ
横
断
す
る
一
一
議
ね
ら
い
、
ポ
ケ
ッ
ト
ね
ら
い
、
喜
一
担
、
自
転
車
の
か
ぎ
、
そ
れ
宮
霊

間
昭
一
一
色
重
信
号
を
官
、
車
道
乏
を
ね
ら
う
も
り
一
車
な
ん
か
、
市
内
で
毎
日
一
一

3
2
一
合
平
石
ど
も
つ
一
度
た
し
か
め
て
互
い
。

ヱ
あ
る
い
昔
、
道
路
で
あ
そ
ん
た
と
一
喜
一
毒
事
芝
、
重
暑
の
晃
一
万
一
被
寝
返
っ
た
ら
、
何
を
お
い

こ
し
な
い
一
苦
言
癒
も
な
く
想
え
そ
霊
友
の
お
じ
さ
ん
が
一
人
で
警
も
ん
で
一
て
も
、
阜
く
蓄
が
平
塚
襲
警
逮

一
一
な
ど
護
費
を
子
供
遣
が
理
解
し
立
シ
ー
ズ
ン

e

あ
な
た
の
計
画
は
お
花
一
い
ま
す
。
一
絡
し
て
下
さ
い
。
防
犯
に
、
山
を
く
ぎ

一
一
る
よ
う
、
撃
で
は
査
の
協
力
裏
見
、
そ
れ
と
も
ハ
イ
ヰ
ン
害
事
。
一
楽
し
い
心
の
す
き
に
つ
け
乙
草
つ
一
室
長
の
潟
、
憲
章
践
し

一
一
め
て
い
ま
て
一
言
外
に
む
い
て
い
る
、
ど
玄
つ
で
す
締
一
志
に
く
い
が
、
あ
っ
さ
り
や
ら
れ
る
不
て
協
力
し
よ
う
で
は
あ

D
ま
せ
ん
か
。

L

一
塁
で
じ
き
。
注
意
島

D

も
の
、
用
心
し
た
っ
て
あ
一
一
つ

ζ
の
審
は
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

電器 " " 上骨申@ 
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一
そ
し
て
今
時
は
五
年
早
i
一
と
、
来
合
せ
た
続
遥
の
苧
に
、
今
日
の
一
五
日
中
旬
頃
巡
回
予
励
注
射
を
行
い

翼
手
為
っ
て
い
る

ω

容
も
一

o
o
g

を
よ
ん
で
い
る
。
一
ま
ず
か
ら
、
ニ
オ
キ
オ
ぐ
ら
い
ま
で

つ
光
い
な
い
よ
っ
な
、
い
ら
だ
た
一
卓
上
の
語
翼
中
の
保
育
所
の
ベ
一
i
金
沼
幼
児
学
級
修
了
式
習
に

l
の
子
供
さ
ん
は
て
ん
で
蓄
を
受
ぼ

し
い
気
が
す
る
の
は
私
一
人
で
は
一
ン
キ
に
映
え
て
、
徴
著
書
量
一
一
て
互
い
。

な
か
ろ
う
。
徳
運
河
内
線
の
滋
路
…
，
一

市
役
孫
一
i
i
i
i
;
i
e
i
l
i
l
i
-
-
!
i
一
愛
言
葉
痛
か
ら
守
ろ
う

E
E
r

つ
な
っ
て
訟
の
章
一
司

3
6
6
E
l
i
t
-
-

互
に
か
け
d
7
5
史
を
一
審
の
襲
撃
室
長
の
事

関
道
路
の
改
良
エ
聖
言
。
一

Aポ
ケ
#
認
等
}
一
対
象
に
予
防
善
宏
一
汀
、
ま
す
。
一
で
行
い
ま
す
。
署
名
護
へ
害

事
は
い
つ
お
え
る
か
語
大
館
騒
(
農
)
二
言
語
の
雪
重
量
一
人
襲
川
県
東
昼
間
宮
章
一
仁
仁
一
な
お
っ
て
お
一
;

沼
地
区
の
道
路
拡
張
の
章
、
答
襲
河
内
線
富
山
援
張
二
求
し
続
け
た
、
在
外
霊
の
震
尚
一
l
i
!
i
i
i
一
和
英
タ
イ
ピ
ス
ト
一
惑
く
な
る
脳
炎
一
4
2
同
桂
昌
士
見
小
@
柳
町
消
防
芹
る

た
し
か
一
昨
年
あ
た
凶
暴
ら
出
て
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
及
員
へ
一
宮
、
衆
参
両
続
の
議
事
長
議
一
白
書
紋
員
募
る
一
検
出
品
試
験
漣
る
一
星
雲
に
か
ふ
る
と
、
こ
れ
に
効
一
昔
祐
水
会
館
@
妙
案
守
、
普
警

い
る
。
警
告
詩
、
警
の
係
各
位
の
一
誌
な
協
力
に
よP
、
町
一
決
案
文
補
償
費
が
一
一
一
十
二
年
度
予
一
一
五
月
十
一
一
日
午
前
九
除
官
、
芝
く
薬
が
な
く
、
手
暴
露
い
と
い
わ
一
量
館
@
八
震
咲
招
消
防
庁
舎
、
5
月

撃
で
は
わ
れVあ
い
限
調
に
需
主
事
着
工
の
了
解
を
得
て
童
橋
~
一
算
に
主
の
運
命
ひ
と
な
白
ま
し
た
。
一
五
月
一
8
2
一
タ
イ
ピ
ス
ト
検
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
一
れ
、
重
警
と
め
て
量
や
震
の
一
1
臼
市
役
所
、
霊
長
宿
消
防
庁
舎

ま
と
ま
由
、
す
で
に
事
主
協
霊
よ
り
撃
い
た
し
ま
し
た
。
ど
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
監
査
厚
生
一
昭
和
二
十
八
年
に
赤
十
字
禁
容
一
金
田
一
幼
児
学
級
守
一
雪
量
く
な
る
恐
し
い
符
零
す
。
丈
島
問
)
@
護
憲
所
、
8
8
東

襲
撃
革
委
書
と
え
本
震
は
こ
の
隣
室
;
〉
一
言
も
っ
;
喜
一
者
の
棄
す
て
か
ら
過
去
図
書
長
宣
告
の
震
警
先
月
の
一
一
土
谷
一
申
設
5
2
続
い
て
一
程
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
、
議
室
倉
奏
消
防
庁
舎
、

7
長

お
話
詩
予
誌
は
い
い
返
還
一
一
諸
問
控
訴
一
い
は
い
お
臨
時
主
計
諮
問
忠
一
立
時
刊
誌
は
り
す
月
十

j
一
時
代
詩
一
時

計
計
ー
計
れ
れ
刊
十
時
間
日
刊
誌
咋
日
開
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
申
芸
品
え
て
い
手
一
昔
、
皇
室

E
3

一
生
撲
の
詩
に
寄
せ
て
長
田
し
:
一
五
月
一
白
か
ら
太
白
書
、
金
書
一
一

j

傍
一
一
四
時
間
以
臨
時
十
詳

γ

こ
と
こ
ろ
が
、
最
近
未
申
告
の
事
相
一
の
で
本
践
を
ス
れ
て
社
員
制
度
の
完
全

τ
し
常
一
い
ず
れ
品
溺
タ
イ
ピ
ス
ト
学
襲
沢
一
一
犠
時
同
一
一

ま
た
ず
き
た
い
と
日
れ
綴
喜
章
所
有
5
昌
三
重
乙
ふ
わ
か
担
、
雪
量
警
の
た
め
、
青
一
事
ら
日
章
一
警
の
幼
児
暴
の
苦
、
農
村
の
一
室
、
申
込
み
は
聖
書
号
、
一
一
関
蜘
一
一
小
@
葉
小
、
吉
宗
@
富

山
内
い
パ
九
時
間
話
料
訪
れ
れ
日
ド
幻
一
一
が
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
え
一
望
う
こ
と
に
な
D
ま
し
た
。
主
要
数
の
た
め
、
雲
も
な
い
ま
ム
受
験
制
一
堅
金
)
五

O

喜
一
一
期ι
献
一
一
点
一
一
一
時
枯
れ
吋
干
潟
は

、
川
一
皇
官
の
済
ん
で
い
な
い
方
が
円
」
ざ
山

r
一
言
簿
登
と
人
選
精
神
の
叩
臨
時
…
に
た
っ
一
一
一
ズ
の
女
子
青
年
の
害
、
移
凡
て
閏
均
一
ら
存
政
官
級
)
一
一
む
一

σ
E

愛
し
ま
一
一
け
M
5

繍
a

一
一

主
管
し
て
お
い
た
、
そ
の
後
別
の
御
協
力
を
御
殿
ト
?
し
ま
円
一
主
昔
、
と
D
V
言
語
読
者
じ
繍
て
掻
助
を
お
願
い
し
そ
一
党
一
替
案
望
号
一
す
。
一
一
轡
霊
瑚
山
一
一
一
一
司

O
O
R
注
射
だ
け
の
持
は
玉
。

室
長
5
て
き
て
細
部
に
つ
い
高
市
役
所
管
〈
一
事
歪
わ
れ
る
と
き
、
混
乱
の
な
一
運
動
五
社
員
制
度
を
確
立
し
て
一

0
0

一
チ
フ
ス
の
流
行
霊
前
に
一
一
賭
~
立
一
一
円
、
皇
室
ま
な
い
と
、

進
め
ら
れ
て
い
な
勺
空
け
た
焔
覇
支
は
建
設

E
E

担
金
こ
い
き
に
し
て
下
さ
い
。
一
日
替
霊
的
基
礎
を
強
め
る
。
一
株
は
株
を
よ
ん
で
、
六

O
霊
長
一
予
防
語
専
の
う
ち
で
な
い
と
一
一
潤

P
W
川
一
一
幸
四
究
な
く
な
る
か
二
}
一
一
万
円
以
下

語
、
三
い
事
だ
が
ま
だ
所
下
員
長
主
署
長
官
社
団
法
一
重
の
露
五
月
一
回
-
三
十
一
日
一
い
た
。
名
早
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